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このように重なり合う
地図３枚を作製する。

第10回横浜シティロゲインの地図作製で試行錯誤(2016-2-15) ver2

数値地図GMLデータ
（国土基本情報）

座間、横浜西部
藤沢、戸塚

InkscapeDKG2SVG

SVGデータ

画像データ
（全域）
　
替りに国土地理院の
電子地形図を使う
ことも可能

LibreOffice
Draw

ODGデータ
（全域）

地図修正、CP記号
図枠など編集

地図作製の流れ（１）

地図作製の流れ（２）

当ロゲインでは、電子地形図に相当する一般向け
のほかに中級・上級の地図を提供するので、数値
地図から加工している。

LibreOffice
Draw

地図1PDF_a
地図2PDF_a
地図3PDF_a

下図のようなPDF作製
但し、ページサイズは全域のまま

PDFのexportでも可能だが、マルチ
レイヤーのPDFとなり印刷が遅くなる
ので、cubePDFを利用して印刷する
方法が良い。

地図1PDF_a
地図2PDF_a
地図3PDF_a

地図1PDF_b
地図2PDF_b
地図3PDF_b

PDF-Xchange
Editor

crop機能で各地図を印刷エリアのサイズに合わせる

無料版のAcrobatやPDF-Xchange Viewerでは出来ない。 
　　（無料版のPDF-Xchange Viewerで画像ファイルとしてexportして、
　　　そのファイルをIrfanViewでトリミングするという方法もあるが手間がかかる）
有料版のAcrobat DC(約1700円/月・ライセンス)や
PDF-Xchange Editor(約6000円/ライセンス)が必要。

ver1は手順が複雑なので、有料ソフトが必要である
が、よりシンプルな方法を考えた



地図１ 地図２

地図３

このように重なり合う
地図３枚を作製する。

第10回横浜シティロゲインの地図作製で試行錯誤(2016-2-6) ver1

数値地図GMLデータ
（国土基本情報）

座間、横浜西部
藤沢、戸塚

InkscapeDKG2SVG

SVGデータ

画像データ
（全域）
　
替りに国土地理院の
電子地形図を使う
ことも可能

IrfanView

地図1データ
地図2データ
地図3データ

地図1データ
地図2データ
地図3データ

LibreDraw

全域データ

地図エリア毎に編集する方法 は編集プログラムの動作は軽くなるが、CPや地図の修正が
二重化、三重化してミスの危険性が増すので、全域をまとめて編集する方法 を採用。

正式には、
LibreOfficeのDraw

地図作製の流れ（１）

地図作製の流れ（２）

LibreDraw

全域データ
(CP、磁北線など編集済)

地図1PDF
地図2PDF
地図3PDF

任意のエリアを指定してPDF化する
機能がないので、残念ながら上記
のようにはできない。

LibreDraw

全域データ
(CP、磁北線など編集済)

画像全域データ
(CP、磁北線など編集済)

IrfanView

地図1データ
地図2データ
地図3データ

LibreDraw

地図1PDF
地図2PDF
地図3PDF

地図毎に図枠を付加
して、PDFにエクスポート

ﾌｧｲﾙ->ｴｸｽﾎﾟｰﾄ でPNG出力する(インターレス指定と透過性保存のﾁｪｯｸをはずすと600dpiで保存可)
当初、ﾁｪｯｸを残していたら、粗い画像しか保存できなかった。また、PDFエクスポートして、そのPDFからIrfanViewで
画像エクスポートしたら、3時間近くかかってしまい、実用上問題外！ また、印刷にcubePDFを使ってPDF出力して、
そこからIrfanViewで画像エクスポートするのは、時間はそこそこで実用性あるが、上図の方法よりは画質が劣る。

ここで大いに
試行錯誤

当ロゲインでは、電子地形図に相当する一般向け
のほかに中級・上級の地図を提供するので、数値
地図から加工している。
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